
しかしながら現在のHTMLは、WWWブラウ

ザーのメーカーによって互換性のない機能が

どんどん盛り込まれており、今後、高度なマ

ルチメディア環境を実現するには、HTMLに

よって情報を記述する方法では限界がある。

そ こ で 、W3C（ World Wide Web

Consortium）のSYMMWG（Synchronized

Multimedia Working Group）によってSMIL

（スマイルと発音する）が開発され、1998年

6月15日に「SMIL 1.0」を勧告として提示

した。

このSMILは、SGMLを母体としたメタ言

語「XML 1.0」をベースにし、マルチメディ

ア情報を扱うために独自にカスタマイズした

マークアップ言語である。この言語によって、

WWW上で異なるメディア（映像や音声、静

止画、テキスト）の空間的なレイアウトと時

間的な同期を考慮しながら組み合わせること

が実現できるようになった。

つまりSMILは、HTMLのようにタグを記述

することによって、映像、音声、静止画、テ

キストなどの各メディアのハイパーリンク化や

メディア間の位置関係、時間軸におけるメデ

ィアの制御、各メディアの同期のほか、言語

の選択などを定義できる。

SMILを実装した

リアルシステムG2

このSMILをいち早く実装したのが、リアル

ネットワークス社の次世代ストリーミングメデ

ィアシステム、「リアルシステムG2」である。

このリアルシステムG2はリアルオーディオ、

リアルビデオ、リアルフラッシュのほか、テキ

スト情報としてのリアルテキスト、静止画情

報としてのリアルピックスを標準で採用して

いる。

リアルシステムG2は映像や音声を視聴する

ためのアプリケーションであり、それがSMIL

とどのような関係があるのか不思議に思われ

るかもしれないので、簡単に説明しておこう。

INTERNET
次世代のストリーミングメディア配信システム「リアルシステムG2」が発表された。リ

アルシステムG2はさまざまなメディアを同期させることができる標準言語SMIL

（Synchronized Multimedia Integration Language）を実装した初めてのシステムで

ある。SMILは映像や音楽といった今までの単体のメディアではなし得なかったような、

複合型メディアコンテンツを提供できる。今回はこのSMILについて、リアルシステム

G2を例にとりながら解説する。

さまざまなメディアの組み合わせを定義

SMIL（Synchronized Multimedia Integration Language）

インターネット最新テクノロジー：第19回

高度なマルチメディア環境を実現

WWWページを記述するための言語である

HTMLは、単一の固定されたマーク付けを定

義することにより、WWWページ内において

文字のハイパーテキスト化やレイアウトを行っ

ている。

一方で、WWWの普及とともにコンテンツ

としてさまざまなメディアを配信する要求が高

まり、WWWブラウザーにプラグインという形

でマルチメディア対応機能が実装されてきた。
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WWWとストリーミングの関係

かつてインターネット上で音声や映像とい

った連続メディアを再生するには、そのファ

イルをすべてダウンロードする必要があった。

この場合、ファイルが大きくなると長い時間

待つ必要がある。しかし現在では、圧縮技術

の進歩と伝送技術の進歩により、ある程度の

データが送られてくるとそのファイルを伸張展

開して順次再生できるようになった。このよ

うに時間的に連続しながら送られたデータが

順次再生されることを私たちは通常「ストリ

ーミング（Streaming)」と呼んでいる。

これらを機能させるためには、基本的には

単独のアプリケーションだけで完結することも

できるが、コンテンツを再生させるための手順

が多くなり、ユーザーインターフェイスの視点

からも操作性の高いものにはならない。単に

プレイヤーだけがインストールされていても、

どこにアクセスすればよいのか見当もつかない

ことは想像に難くない。そこで、ユーザーに

とってより良い操作性を持たせるために、広

く普及しているWWWサーバーとWWWクラ

イアントを使わない手はない。

メタファイルとしてのSMIL

ストリーミングデータの再生の仕組みを説

明する。ストリーミングメディアでは、図1の

ように、メタファイルとサーバー、クライアン

トを組み合わせることによって、クライアント

側で「クリックするだけ」で映像や音声を再

生できる。

つまり、アプリケーションの起動とコンテン

ツの制御はこのメタファイルが行っていること

が理解できると思う。しかし、この単純なメ

タファイルは非常に限られた機能しか持って

おらず、単一のファイルをストリーミング再生

して視聴するという範囲からは脱することが

できない。

こういった問題を解決し、ストリーミング

メディアとしての新たな可能性を実現するた

D

GY
図2 リアルプレーヤーG2

図1 ストリーミングデータの再生の仕組み

ビデオ

スクロールテキスト

ティッカーテキスト

リアルプレーヤー 
（ストリーミングクライアントソフト） 

sample.ram 
（メタファイル） 

sample.ra 
sample.rm 
（ストリーミング 
　コンテンツファイル） 
 

⑤コンテンツの送信 

 

④コンテンツのリクエスト 

②起動情報の提供 

③クライアントの起動 

①初期情報のリクエスト 

 

WWWブラウザー 

WWW 
サーバー 

リアルサーバー 
（ストリーミング 
サーバー） 

①WWWブラウザーでHTMLに用意されたメタファイルへのリンクをクリックする
②WWWブラウザ－にWWWサーバーからメタファイルが送られる
③WWWブラウザーはメタファイルのMIMEタイプを見て、対応するストリーミングクライアントソ
フトを起動させる

④起動したクライアントソフトはメタファイルに記述されている内容（サーバーの場所、再生するコ
ンテンツ）から指定のサーバーにコンテンツファイルを要求する

⑤サーバーはクライアントソフトから要求されたコンテンツファイルを送信する
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めに採用されたのがSMILなのである。

SMILはWWW上で動画、音声、テキスト、

画像、MIDIなどさまざまなデータの同期をと

って再生や制御ができるマークアップ言語で

あることは前述のとおりであるが、このSMIL

をメタファイルとして採用することにより、リ

アルプレイヤーG2（図2）上においてSMIL

の機能を使い、自在に展開することができる

ようになった。

各コンテンツの複雑な動作を

可能にする

SMILはネットワークにつながった遠隔地の

サーバーにある動画、音声、静止画、テキス

トなどのコンテンツをURLで取り出して、ク
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ライアント側で合成できる。たとえば「音楽

をBGMとして流しながら、静止画を3秒かけ

てフェードインさせて5秒間表示させる。その

後、ナレーションを流しながら動画を再生す

る」といったように、さまざまなメディアを同

期させる複雑な合成が可能となる。

また、クライアントの接続環境に合わせて

適切なコンテンツを自動的に選択したり、言

語の設定によってBGMは共通にして、日本

語、英語などのナレーションを選択させたり

することもできる。

どのように機能するのかを説明する。

リアルシステムG2は図3のようにそれぞれ

のメディアに対して空間的なレイアウトを行

うことができる。

SMILはさまざまなメディアの表現方法とレ

イアウトを記述するための言語で、そのため

には表示する映像、テキスト、静止画などの

配置とその素材の関連付けを行う必要がある。

詳しいドキュメントは現在英文であるが、

http://service.real.com/help/library/enco

ders.htmlにPDFファイルとHTMLファイルで

それぞれ公開しているので参考にしてほしい。

記述方法はHTMLに類似

図4はG2プレイヤー上で、左側に映像を流

し、右側にテキストを表示させるようなSMIL

ファイルである。sample.rmというリアルメ

ディア（映像）ファイルとsample.rtという

テキストファイルを図2のレイアウトで同時に

再生させるためのメタファイル（拡張子

が.smi）である（ここではsample.smi）。

では、このsample.smiの内容を解説して

いこう。

まず<smil></smil>で全体を囲むことによ

ってSMILの記述であることを宣言している。

そしてこの中を空間的配置要素を持った

<head>部と関連付けを持った<body>部に

分けている。

SMILファイル 
<par> 
<video src="rtsp://real.prognet.com/video.rm"/> 
<text src="rtsp://real.prognet.com/newstext.rt" /> 
<text src="rtsp://real.prognet.com/tickertext.rt"/> 
</par>

SMILブラウザー（リアルプレーヤーG2） 

スクローリングテキスト 
（テキストのストリーミング） 

 

映像 
コンテンツ 

 

テキスト 

WWW 
サーバー 

コンテンツ 
サーバー 

リクエスト 
ストリーム 

図3 SMILブラウザの仕組み

<smil>

<head>

<layout>

<region id="video" left="0" top="0" width="176" height="144"/>

<region id="text" left="180" top="0" width="348" height="144"/>

</layout>

</head>

<body>

<par>

<text src="sample.rt" region="text"/>

<video src="sample.rm" region="video"/>

</par>

</body>

</smil>

<head>部の<region>で
定義されたものが<body>
部で対応付けされている

<head>部

<body>部

図4 SMILファイルの例（sample.smi）
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多彩なコンテンツをじっくりと楽しむスタイル

に変化してくるのではないかと思う。

現時点でSMILを実装しているのはリアル

システムG2のみであるが、年内には代表的な

WWWブラウザーがこのSMILを実装して公

開されるようである。

多彩な表現を可能にするSMIL

ラジオやテレビといったマスメディアが単に

音楽や映像を流すだけではなく、ラジオ（音

声情報）にテキスト情報を多重化したり、テ

レビ信号（映像信号）にデータを多重化する

ことにより、その情報量と表現はより豊富に

なってきている。それら既存のメディアが十分

に広い帯域を確保しているのに対し、インタ

ーネットはその特性から十分な帯域が常に確

保できるとは限らない。しかし、情報をコン

ポーネント化する事によって、既存のインタ

ーネットにおいてもより多彩な表現を可能に

しているのがSMILである。

また、その機能によってクライアントの初期

設定を済ませていれば、設定された言語で情

報を得ることができたり、帯域に合わせたコ

ンテンツを受信したりすることも可能になる。

BGMとナレーションを別々に収録し、それ

ぞれのファイルを同時に再生させたり、複数

の映像を同時に見たりすることもできる。映

像、音声、テキストなどがシンクロすること

により多彩な表現が可能となるだけでなく、

言語の違いや身体的な障害という壁をも

取り除いてくれるのではないだろうか。

単に受信する一方向のメディア

からいち早くインタラクティ

ブなインターネットの特性を生かしたメディア

へ進化したこのシステムにより、多彩なコン

テンツがどんどん現れることを期待したい。

参考文献

Synchronized Multimedia Integration
Language(SMIL) 1.0 Specification

jhttp://www.w3.org/TR/PR-smil/

About SMIL

jhttp://www.real.com/technology/smil/about.html

<head>部

<head>部では<layout>によって全体の空

間的配置の宣言が行われ、<region>によっ

てどこに何を配置するかを記述する。空間的

な配置であることから、その大きさをleft、

top、width、heightによってピクセル単位

で記述する。

<body>部

<body>部ではメディアの空間的配置と関

連付けを行う。制御構文としては<par>、

<seq>の2つがあり、<head>部で定義した

<region>に対応するコンテンツ（素材やソー

スファイル）を並列に実行させるには<par>

で、連続に実行させるには<seq>で指定する。

このSMIL文はメタファイルであり、このメ

タファイルで記述している素材はこれとは別

のファイル（sample.rtやsample.rm）で制

御している。

これはリアルシステムG2の場合であり、ほ

かの実装方法は異なることが考えられる。

WWWのスタイルが変わる

WWWのコンテンツとして映像や音声を扱

うアプリケーションは、WWWブラウザーとは

別のアプリケーションとしてそれぞれ独自に発

展してきた。現在では両者を融合させるとい

う意味においては、プラグインなどの技術に

よってWWWブラウザー内に映像や音声を埋

め込みむことができ、一見メディアを統合し

たかのように見えた。しかし現状のHTMLで

は、WWWブラウザー上でテキストと映像の

同期をとって表示したり、静止画や動画を時

間的に制御したりすることができなかった。

SMILはこれを実現する初めてのオープンな規

格であり、WWWページに埋め込まれたハイ

パーリンクをクリックしてネットサーフィンを

しながらテキスト中心の情報を得ていた今ま

でのWWWのスタイルが、1つのページ内で動

画、音声、テキストが同期しながら生まれる
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